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善
法
寺
石
群 

昭
和
62
年
11
月
11
日
指
定 

 

こ
の
古
石
塔
群
は
、
本
堂
前
に
集
め
ら
れ
た
宝
篋
印
塔

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

五
基
及
び
五
輪

塔
群
で
、
寺
域
の
一
画
に
造
立
さ
れ
た
石
灰
岩
製
の
宝
篋
印
塔
一
基
、
境

内
よ
り
百
ｍ
ば
か
り
下
方
の
参
道
脇
の
山
林
の
中
の
三
箇
所
に
あ
る
大
型

の
宝
篋
印
塔
及
び
大
型
の
五
輪
塔
、
小
型
の
宝
篋
印
塔
・
五
輪
塔
な
ど
の

残
欠
群
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
大
型
宝
篋
印
塔
一
基
は
二
段

式
で
、
笠
は
上
部
が
八
段
（
ふ
つ
う
は
七
段
）
に
繰
ら
れ
た
珍
し
い
も
の

で
す
。 

そ
の
ほ
か
は
、
数
十
基
の
石
仏
群
を
主
体
と
し
ま
す
が
、
経
塚
や
、
境

内
に
散
在
す
る
宝
篋
印
塔
、
五
輪
塔
、
石
仏
を
含
む
石
塔
群
で
す
。
古
文

書
な
ど
に
見
ら
れ
る
善
法
寺
の
造
営
か
ら
衰
退
ま
で
の
時
期
と
、
確
認
で

き
る
石
造
物
の
時
期
と
合
致
し
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代

ま
で
の
様
々
な
種
類
、
形
態
の
石
造
物
が 

一
箇
所
で
見
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
も
、 

調
査
・
研
究
の
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、 

郷
土
の
歴
史
研
究
、
石
造
美
術
研
究
の
資 

料
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
古
石
塔
群
は
、
賀
茂
地
域
を
支 

配
し
た
武
士
に
関
わ
る
墓
地
と
み
ら
れ
、 

造
立
者
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
南
北
朝 

時
代
か
ら
、
善
法
寺
の
護
持
に
努
め
た
賀 

茂
一
部
地
頭
山
内
一
族
や
賀
茂
浦
壁
城
主 

の
栗
原
一
族
な
ど
に
関
係
の
あ
る
も
の
と 

推
定
さ
れ
て
い
ま
す 
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懸
仏 

昭
和
59
年
５
月
15
日
指
定 

 
 
 
 

懸
仏
（
御
正
体
）
と
は
、
仏
教
の
思
想
で
神
道
を
解
釈
す
る
考
え
方
に

の
っ
と
り
、
神
仏
の
融
合
体
と
し
て
日
本
で
創
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

一
般
的
に
は
、
円
形
の
板
に
銅
板
を
張
り
、
中
央
に
本
地
仏
と
し
て
の

仏
像
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
で
、
左
右
に
花
瓶
な
ど
が
取
り
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。 

左
側
は
直
径
24

cm
、
地
板
に
金
銅
の
板
を
は
り
、
中
央
に
合
掌
す
る
菩

薩
形
坐
像
を
置
き
、
左
右
に
供
花
と
花
瓶

け
び
ょ
う

を
配
し
、
下
部
に
青
海
波
を
施

し
て
い
ま
す
。
獅
噛

し

が

み

（『
し
か
み
』
と
も
い
う
）
の
金
具
は
左
右
の
彫
成
と

大
き
さ
が
異
な
り
、
右
手
の
金
具
は
後
補
と
思
わ
れ
ま
す
。 

右
側
は
直
径
16

cm
、
地
板
に
金
銅
板
を
は
り
、 

中
央
に

（
キ
リ
ー
ク)

：
阿
弥
陀
如
来
の
種 

子(

し
ゅ
じ)

（
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ 

ト
語
）
を
置
い
た
い
わ
ゆ
る
種
子
懸
仏
で
獅
噛 

は
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
が
、
蓮
華
座
が
欠
損
し
て 

い
ま
す
。
２
面
と
も
室
町
時
代
中
期
頃
の
作
と 

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

同
社
に
は
社
歴
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、
文 

和
３
年
（
一
五
三
四
）
銘
の
御
幣

ご

へ

い

と
永
和
４
年 

（
一
三
七
八
）
銘
の
僧
形
八
幡
神
像
（
い
ず
れ 

も
北
朝
年
号
）
な
ど
が
あ
り
、
南
北
朝
時
代
頃 

に
同
社
の
再
興
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ 

せ
ま
す
。 

 


